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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年8月16日(2012.8.16)

【公開番号】特開2011-31110(P2011-31110A)
【公開日】平成23年2月17日(2011.2.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-007
【出願番号】特願2010-262730(P2010-262730)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１６Ｄ
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１４Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月29日(2012.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置に表示結果が
導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表示結果に応じて
入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　少なくともゲーム終了時において所定の遊技状態の移行があったときに消去されるデー
タを記憶する第１記憶領域と、少なくとも前記所定の遊技状態の移行があったか否かに関
わらずに１ゲームが終了したときに消去されるデータを記憶する第２記憶領域とを含む複
数の記憶領域が、該第１記憶領域よりも該第２記憶領域を下位として順に設けられた遊技
用記憶手段と、
　前記遊技用記憶手段に記憶されたデータを消去するときに、該データの消去の契機に応
じて前記複数の記憶領域の何れかの最上位位置を指定して、該指定した最上位位置から前
記遊技用記憶手段の最下位位置までに記憶されたデータを全て消去するデータ消去手段と
、
　前記可変表示装置に表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
予め定められた複数種類の入賞表示結果をそれぞれ導出させることを許容するか否かを決
定する事前決定手段と、
　少なくとも１種類の入賞表示結果について前記事前決定手段により導出を許容する旨が
決定される確率が異なる複数種類の許容段階のうちからいずれかの許容段階を選択して設
定する許容段階設定手段と、
　前記許容段階設定手段により許容段階の設定が行われている旨を報知する設定報知手段
とを備え、
　前記許容段階設定手段は、設定された許容段階に応じた許容段階情報を前記遊技用記憶
手段の第１記憶領域よりも上位の記憶領域に記憶させ、
　前記データ消去手段は、前記許容段階設定手段により前記許容段階が設定されたときに
、前記第１記憶領域よりも上位にある記憶領域の最上位位置を指定してデータを消去する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　ここで、遊技店において個々のスロットマシンにおけるメダルの払出率を異ならせるこ
とができるように、内部抽選における各役の当選確率を設定値に応じて変化させることが
できるようになっている。このようなスロットマシンにおいて遊技を進行するためのデー
タを、遊技の制御を行うメイン制御部のＲＡＭに記憶しておき、遊技の状況に応じて、Ｒ
ＡＭに記憶されたデータのうちの所要のデータをクリアするものがあった（例えば、特許
文献１参照）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２３００２３号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、いわゆる内部抽選において入賞表示結果を導出させることを許容する旨を決
定する割合が異なる複数種類の許容段階を有するスロットマシンにおいて、データの消去
の契機に応じてデータを消去する記憶領域を細かく指定するためのデータを不要とするこ
とを目的とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明にかかるスロットマシンは、
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームを開始させることが可能と
なり、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示させる可変表示装置（可変表示装
置２）に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出され
た表示結果に応じて入賞が発生可能であるスロットマシンにおいて、
　少なくともゲーム終了時において所定の遊技状態の移行があったときに消去されるデー
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タを記憶する第１記憶領域（一般ワークI１１２－５）と、少なくとも前記所定の遊技状
態の移行があったか否かに関わらずに１ゲームが終了したときに消去されるデータを記憶
する第２記憶領域（一般ワークIII１１２－７）とを含む複数の記憶領域が、該第１記憶
領域よりも該第２記憶領域を下位として順に設けられた遊技用記憶手段（ＲＡＭ１１２）
と、
　前記遊技用記憶手段に記憶されたデータを消去するときに、該データの消去の契機に応
じて前記複数の記憶領域の何れかの最上位位置を指定して、該指定した最上位位置から前
記遊技用記憶手段の最下位位置までに記憶されたデータを全て消去するデータ消去手段（
ステップＳ１０４、Ｓ１１７、Ｓ５１４、Ｓ５１６：ＲＡＭクリア処理）と、
　前記可変表示装置に表示結果が導出される以前に、前記可変表示装置の表示結果として
予め定められた複数種類の入賞表示結果をそれぞれ導出させることを許容するか否かを決
定する事前決定手段（ステップＳ２０３）と、
　少なくとも１種類の入賞表示結果について前記事前決定手段により導出を許容する旨が
決定される確率が異なる複数種類の許容段階（設定値１～設定値６）のうちからいずれか
の許容段階を選択して設定する許容段階設定手段（設定スイッチ９１、ステップＳ１１３
、Ｓ１１５）と、
　前記許容段階設定手段により許容段階の設定が行われている旨を報知する設定報知手段
とを備え、
　前記許容段階設定手段は、設定された許容段階に応じた許容段階情報を前記遊技用記憶
手段の第１記憶領域よりも上位の記憶領域（設定値ワーク１１２－３）に記憶させ、
　前記データ消去手段は、前記許容段階設定手段により前記許容段階が設定されたときに
、前記第１記憶領域よりも上位にある記憶領域の最上位位置を指定してデータを消去する
（ステップＳ１１７：ＲＡＭクリア処理）
　ことを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記スロットマシンでは、データの消去の契機に応じて遊技用記憶手段のうちで消去す
る先頭の位置を指定すれば、データの消去の契機に関わらずに同一の処理で遊技用記憶手
段のデータを消去することができる。これにより、データの消去の契機に応じてデータを
消去する記憶領域を細かく指定するためのデータが必要なくなる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】



(4) JP 2011-31110 A5 2012.8.16

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、段階の設定操作が行われていれば、そのことが段階設定報知手段から報知されて
外部に知らされることとなる。このような外部への報知がされているときに権限を持った
者の操作でなければ不正な操作であることが分かるので、不正な段階の設定により払出率
が不正に変更されてしまうのを防ぐことができる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　上位カウンタ１１５ｃは、下位カウンタ１１５ｂから桁上げ信号が入力される度に第８
ビットのデータ信号をＨレベルとＬレベルとで交互に反転させる。第８ビットのデータ信
号のレベルがＨレベルからＬレベルに反転する度に第９ビットのデータ信号のレベルをＨ
レベルとＬレベルとで交互に反転させる。同様に、第ｍ－１ビットのデータ信号のレベル
がＨレベルからＬレベルに反転する度に第ｍビットのデータ信号のレベルをＨレベルとＬ
レベルとで交互に反転させる。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　図４（ｃ）は、ＲＴの遊技状態にあるときに参照される遊技状態別テーブルを示す。Ｒ
Ｔにおいては、内部抽選の対象となる役として、ビッグボーナス、レギュラーボーナス、
「スイカ」の小役、「ベル」の小役、「チェリー」の小役、リプレイの６種類が登録され
ている。ビッグボーナス及びレギュラーボーナスについては、設定値及び賭け数に応じて
判定値数が異なっている。もっとも、賭け数が１または２の場合には、設定値に関わらず
判定値数が共通となっている。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　図４（ｄ）は、通常の遊技状態にあるときに参照される遊技状態別テーブルを示す。通
常の遊技状態においては、内部抽選の対象となる役として、ビッグボーナス、レギュラー
ボーナス、「スイカ」の小役、「ベル」の小役、「チェリー」の小役、リプレイ、ＲＴの
７種類が登録されている。ビッグボーナス及びレギュラーボーナスについては、設定値及
び賭け数に応じて判定値数が異なっている。もっとも、賭け数が１または２の場合には、
設定値に関わらず判定値数が共通となっている。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】
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